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団塊の世代（1947～49年）
ピーク1949年出生数270万人
出生率4.3人 死亡数95万人

団塊ジュニア（1971～74年＋70
年代後半） ピーク1973年：出生率
2.14出生数209万人、死亡数71万人

2005年：出生率最低値1.26人
出生数106万人を死亡数108万
人が超え自然減2万千人

2016年：出生数100
万割る98万人に
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少産世代：195０年代出生率半減
少産化定着→子ども二人1960年：出生
率2.0 出生数161万人、死亡数71万人

1989年：1.57ショック
少子世代誕生 出生数
107万人 死亡数79万人

図１ 出生数、出生率、死亡数の推移と世代形成の特性

1989年 少子誕生➡2021年32歳

2020年 出生数84万人➡2021年 80万人割れ(推計値)

1973年 ジュニアピーク➡2021年48歳

合計特殊

出生率

★

団
塊
世
代

少産世代

団塊ｼﾞｭﾆｱ

少子世代 超少子世代

1960年 少産誕生➡2021年61歳

1947年 団塊ピーク➡2021年74歳

2019年人口動態調査（確定数）の概況

2020

2020年人口動態統計月報年計（概数）の概況



表１ ドラマで活躍する最高の教師１３名のプロフール

図２ 一八歳人口、高等教育機関入学者数と進学率、大学・短大計、
大学、短大、専門学校の進学率の推移

図１ 出生数・率、小中在学生数・一学級平均児童・生徒数、
高校・高等教育機関進学率の推移と教師ﾍﾞｽﾄ5位の放送期間



№ ドラマ名 舞台第1回放送年月日 主人公 演者 特性

3 ➀ ➊ 3年B組 ⾦⼋先⽣ 中 1979年10月3日 坂本金八 武⽥鉄⽮ 中学国語教師‣思春期+弱者の側に立つ語りと行動

6 ③ ➍ GTO 高 1998年7月7日 ⻤塚英吉 反町隆史 暴走族ﾘｰﾀﾞｰ‣大検‣豪快‣生徒苦悩‣心に入り込む

8 ② ➋ ごくせん 高 2002年4月17日 ⼭⼝久美⼦ 仲間由紀恵 極道の娘+数学教員‣生徒の問題に同苦‣直進解決

12 ➏ 鈴木先生 中 2011年4月25日 鈴木章 長谷川博己 生徒のﾘｱﾘﾃｨの表裏‣教師の誠実‣妄想‣鬱屈‣言葉

9 ⑥ ❿ ⼥王の教室 小 2005年7月2日 阿久津真⽮ 天海祐希 悪魔の如き教師の詰問‣子どもの心のリアルな鍛え

10 ➑ ドラゴン桜 高 2005年7月8日 桜木建二 阿部　寛 暴走族ﾘｰﾀﾞｰ‣東大‣弁護士‣低偏差値校を進学校に

順位



図10 児童・生徒在学者数と1学級平均児童・生徒数（上段）ならびに出生数・合計特殊

出生率（下段）の年次推移1948～2018年 2018年 学校基本調査・人口動態調査
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1976年
154万人

1992年
205万人

17万人

168万人
1993年
118万人

1976年
27.3%

1986年
23.6%

1990年
24.6%

7.9％

1978年
50.0% 1983年

48.3%

2000年
20.8%

83.5%

58.6%

24.0%

54.4%

4.2%

97万人

117万人

2020年

20

1980
12.1％
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この新たな「本土並み」克服の方途として次の二つの仮説を提起したい。

◆だが実は、秋田の高学力は生まれ育った地を出て、大都市への移動を可能にするこ

とで、全国小中自治体の縮小誘引（超少子高齢人口減少）の促進因とみなされる。

◆加えて、西本が記すように、コロナ禍の休校は、職から離れた母が担う学力に依存
する学校教育の終焉への歩みの始まりを顕在化させた。

◆危惧を覚えた理由である◆

◆わが子の学力向上に寄与する専業主婦の析出を、「本土並み」の豊か
さを享受する層の成立として評価（感動）した。だが、コロナ禍の休校に
より、新たな「本土並み」として、職から離れた母が担う学力に依存する
学校教育の終焉への歩みが始まっていることが顕在化したと危惧する。

➀ 子どもの未来の現実への備え（知・情・意のパッケージ）は、

学校ではなく卒業後に担う社会に。

➁ 母の支えからの離脱が子どもの未来を拓くパスポート
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仮説➀ 子どもの未来の現実への備え≒知・情・意のパッケージは卒業後に担う社会に

少子化による超高齢化と労働力不足の現実を図３と図４から理解してほしい。

就業人口(緑女性・青男性)と総人口(白)を５歳単位に棒グラフを重ねた図３では、
「人口の山」は二つだが、｢働く男女の山」が一つであることに注目を。

図3 年齢(5歳階級)別の総人口と就業者人口（2015国勢調査）

両者の面積差（労働力不足）が人口減少下の日本社会が対峙する最重要課
題だが、そのための男女、国籍、年齢、障碍を個性とみなし、多種多様な人
が学び、働き、支えあう情(感)と意(思)を加えた「知」と「徳」と「体」の
形成の保障は公立学校では難しい



図４は1975年（団塊ジュニア誕生期）を起点（100）に、2015年国勢調査による
推計値を活用し、年少、生産年齢、老年の人口の推移を指数値（百分比）で示すこ
とを試みた。特に、ⅰ2060年にむけて上昇する老年人口上昇角度の高さ、ⅱ低下す
る生産年齢人口や年少人口との乖離の大きさ、ⅲ老年人口の山頂が平らになる年
（2025）と期間に注目してほしい。

図４ 年齢３区分別指数値推移(1975年＝100) 1950－2015年（実数）2020－2065年（2017年推計）
10

1947〜49年生まれの最大の人
口コーホート：団塊の世代が75
歳以上（後期高齢期）までに残
された時間は４年弱。そのジュ
ニア（一つになった働く人の山
の頂：1973年生まれ）もまた10
年後に退職期に近づく。

この巨大な高齢層を血縁や地
縁でなく、税と保険と職で支え
続ける役割が山頂のない坂だけ
の労働力人口の当事者である今
と未来の児童生徒(超少子世代)
に課せられる。この課題への備
えは、銘柄大学進学優先の選抜
（学校教育）システムでは対処
困難とみなさざるを得ない。

その理由が仮説➁につながる。



図5共働き世帯数の推移1980～2019
2020年版男女共同参画白書 より 11

図５の「共働き」と「無業の妻」の推移から、図８の
母の就労と◆30歳代出産の増加が、1990年代から積み

あげられた家族と就労構造の変化の証左と理解したい。
（女性の就労の日常化➡「仕事なし」の少数派化）

仮説➁ 母の支えからの離脱が子どもの未来を拓くパスポート

銘柄大学進学優先の選抜(学校
教育）システムでは対処困難・・
その理由が仮説➁に・・・・。

図８:末子
の 母 の 仕
事 の 状 況
の 年 次 推
移:国民生活

基礎調査

★１図
女 性の年
齢（5歳階
級 ）別出
生 数の割
合(1950～
2019年)
人口動態調査

西本発表
表１)
父正規
母無職
16.7％
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図6
性,年齢(5歳
階級） 配偶
関係別人口
2015年
国勢調査

図7
性別，50歳時
の未婚割合，
有配偶割合，
死別割合およ
び離別割合：
1920～2015年

仮説➁ 母の支えからの離脱が子どもの未来を拓くパスポート

図６の男女・年齢（5歳階級）別配偶関係別割合と図７の50歳時の未婚率と離婚
率から、男女の差異を確認してほしい。

既婚、未婚、離婚に関わらず、大多数の女性が職に就く社会であることを直截に
示すデータと理解する。それは母もまた「子どもの未来の現実への備え（知情意の
パッケージ）」を蓄えた社会に生きる人であることを意味する。 いやより正確に
は家事育児から逃げる父（男）にもまして、日常生活を支える多種多様な人の知と
情と意に出会うことができるはず

男女
約10％
の差

女性
14.6+10.18
＝24.78

男性
23.7+6.26
＝29.96



コロナ禍が顕在化させたのは、職に就く母の背中から、入試準備
が求める知識と技能とは異なるリアルな生活を支えるエッセン
シャルワークが見えてきたことではなかったか。

図６と７の数値は学校が望む母（家事専業）の教育力とリンクする受験学力
への依存が、娘と息子が創る新たな家族の準備を妨げることを示唆しないか。
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図9
保護者の背中に学ぶ
授業改善モデル図
イラスト 長野亨

３）人の縁の再定義を

男性
未婚23.7+離婚6.26
＝29.96 ３人に１人～

女性
離婚14.6+未婚10.18
＝24.78 ４人に１人～

２）二つの仮説

➀ 子どもの未来の現実への備え(知・情・意のパッケージ)は
学校ではなく卒業後に担う社会に。

➁ 母の支えからの離脱が子どもの未来を拓くパスポート

沖縄調査
父正規
母無職
16.7％

国民生活
基礎調査
仕事し
27.6％



図10「生きる場」を創る“縁”の相関図

表２「生きる場」を結ぶ4種の縁の特性
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表2を見てほしい。
1990年代（生活科誕生期）に、様々な「生きる

場」で交わされる人と人との〝縁〞の特性を産業
の興廃との関係で整理し、三次産業拡大が〝人の
結び目＝縁〞を〝地と血〞や〝学と職〞から〝情
報〞に変化させることを示す表を考案した。
だが、近年の人口減少の進行が「生きる場」に

もたらす新たな課題の解決には、地と血、学と職、
情報の三種を〝相互支援の縁〞で〝結び直す〞必
要性を痛感し、支え合う仕組の核となる〝ケア創
り縁〞を四種目に加えた。

さらに四種の縁と解決すべき課題との関係
をモデル図にしたのが図10である。本発表の
場に参加される方であれば、ここに例示した
課題五種は新学習指導要領が説く教科横断に
よる資質・能力育成の舞台となる現代的諸課
題であることが理解されよう。
加えて、上記の四種の縁を結ぶ過程は、新

学習指導要領のカリキュラム・マネジメント
と地域の実態把握の重要性の記述に読み替え
られよう。そして、この協働作業を担うのが
保護者であり、その姿を授業改善の手掛かり

とともに描いたのが図15である。

３）人の縁の再定義を
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保護者の背中が教える職場の日々が現代的課題に対峙する資質・能力育成の現場
モデル、課題解決に奮闘する保護者はナビ能力保持者である。
この二つを活かす教科等の授業づくりの日常化の過程に、学力の資質・能力への

転換の契機を組み込む〝学びの地図〞の作成が、カリキュラム・マネジメントの
役割である。今と未来の「生きる場」に、四種の縁の結び目を創ることができる
資質・能力としての「生きる力」を培う学習の方法と内容の編成作業である。さ
らに同時にそれは、実践モデル提供とナビ役を介して、子どもたちの保護者が未
来への課題解決の方法を学ぶ設計図の作成過程である。
知的能力の高さでは測れない、命と生活を支える営みを学び取る人の縁が自らの

人生を拓き開くカギであること。そのエビデンスとして、日常を共にする多種多
様な人の結び目となる学びの地図を母（父も）の背中が教えてくれる。そしてそ
れだからこそ、父母の背からの卒業が自立への第一歩になる。
パスポートと記した理由である。

図9 保護者の背中に学ぶ授業改善モデル図 イラスト 長野亨
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補 論

人を分ける制度（仕組み）
への問いを

１．女性の貧困と国民皆年金・保険制度の虚実

２．人口減少と高等教育進学率83.5%の虚実
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第1号被保険者：自営業者やパートなど、第2号被保険者や第3号被保険者になっていない20歳以上60歳
未満の方（保険料全額本人負担）

第2号被保険者：20歳以上60歳未満の配偶者。国民年金にのみ加入る（保：サラリーマンなど厚生
年金加入者（保険料労使折半）
第3号被保険者：第2号被保険者に扶養される険料免除）
モデル世帯：所得代替率の算出にあたりモデルとしている世帯。標準的なモデル世帯として平均
的な男子賃金で40年間厚生年金に加入した夫と、40年間専業主婦の夫婦を想定している。
国民年金（基礎年金）：日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が加入する公的年金の
制度。一定の要件を満たせば、将来、基礎年金（１階部分）を受け取ることができる
厚生年金：会社などに勤務している人が加入する公的年金の制度。
一定の要件を満たせば、将来、基礎年金（１階部分）に加えて、厚生年金（２階部分）を受け取
ることができる。
賦課方式：年金の財政方式のひとつで、年金支給のために必要な財源を、その時々の現役世代の
保険料収入から用意する方式。

１．女性の貧困と国民皆年金・保険制度の虚実
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２０１６年公的年金加入状況等調査男女、年齢階級別公的年金加入状況

１号 ２号 ３号

男女合計

女

男



1,122

1,118

2447

1233

8
1,101

男子

女子

１号 ２号 ３号

男女別 公的年金加入被保険者数と割合の推移

757

696

2,760

1,728

11
809

男子

女子

１号 ２号 ３号

2003年度：7029万人

2019年度：6762万人（267万人減）

31.9 31.4 32.4 

52.4 

68.4 

35.7 

15.8 

0.2 

31.9 

総数 男子 女子

１号 ２号 ３号

21.5 21.5 21.5 

66.4 78.2 

53.4 

12.1 
0.3 

25.0 

総数 男子 女子

１号 ２号 ３号
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15,543 

8,087 

7,455 

37,895 

23,435 

14,460 

8,978 

108 

8,870 

295 

174 
121 

男女

男子

女子

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者 非加入者

図7-5-2 2016年公的年金加入状況20～59歳 男女計・別割合（％）

24.9 

25.6 

24.2 

60.7 

74.1 

47.0 

14.4 

0.3 

28.8 

0.5 

0.6 

0.4 

男女

男子

女子

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者 非加入者
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図7-6 1号、2号、3号の男女合計と男女別の就業状況の割合

2号男性 2343万5千人 2号女性1446万人
3号男性 10万8千人 3号女性 887万人
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表7-4 男女別各号被保険者の年収想定分布

図7-7 各号被保険者の月額基本給分布
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1947年 団塊ピーク➡2021年74歳

1973年 ジュニアピーク➡2021年48歳

合計特殊

出生率

団
塊
世
代

少産世代

団塊ｼﾞｭﾆｱ

少子世代
超少子世代

工業化：重厚長大
団塊→分に応じた夢実現（多数派）
社会的上昇のための競争（少数派）

情報化：軽薄短小→ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化：大競争時代
少産＋ジュニア→序列づけ競争（多数派）
少子世代→落とされないための競争（全体）

ICT化：AI・ｻｰﾋﾞｽ・6次産業
個人化⇒能力+個性重視、
自己実現+協働実現力+臨機応変力

人口動態
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